
Title カント批判期における空間論

Author(s) 平野, 新一

Citation 哲学論叢. 1983, 11, p. 55-76

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/66800

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



55 

し
か
し

批
判
期
前
に
お
け
る
カ
ン
ト
に
よ
る
空
間
論
の
主
張
に
は
不
整
合
が
出
現
し
て
い
た
。
例
え
ば
『
空
間
に
お
け
る
方
位
の
区
別
』
（
『
方

位
論
文
』
と
略
す
）
に
お
け
る
空
間
論
と
『
視
霊
者
の
夢
』
に
お
け
る
空
間
論
と
の
差
異
が
そ
う
で
あ
る
。

(

1

)

 

『
方
位
論
文
』
に
お
い
て
カ
ン
ト
は
外
的
感
覚
に
基
づ
き
、
前
後
、
左
右
、
上
下
と
い
う
「
方
位
」
(
I
I
.

3
9
3
)

を
経
験
的
に
決
定
し
、

そ
の
経
験
的
空
間
の
根
拠
と
し
て
の
絶
対
空
間
の
実
在
性
を
主
張
し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
カ
ン
ト
は
「
方
位
」
を
媒
介
と
し
て
、
経

験
的
空
間
と
外
的
惑
覚
の
対
象
た
り
え
な
い
絶
対
空
間
と
は
非
連
続
で
あ
り
え
な
い
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、

カ
ソ
ト
は
感
覚
に
基
づ
き
感
性
界
と
叡
知
界
と
の
連
続
性
を
消
極
的
に
で
は
あ
る
が
承
認
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
視
霊
者
の
夢
』
に
お
い
て
、

カ
ン
ト
は
人
間
の
異
な
る
感
性
と
悟
性
と
い
う
二
つ
の
能
力
に
基
づ
い
て
「
見
え
る
世
界
」
(
I
I
.

3
5
2
)

で

あ
る
「
物
質
的
世
界
」
(
I
I
.
3
4
7
)

と
「
知
性
界
」

(II.
3
5
2
)

で
あ
る
「
非
物
質
的
世
界
」

(
I
I
.

3
4
4
)

と
の
「
異
種
性
」

認
め
、
人
間
の
能
力
に
基
づ
く
二
世
界
論
を
展
開
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
批
判
期
前
に
お
い
て
空
間
に
関
し
て
惑
性
的
原
理
に
甚
づ
く
二

世
界
問
の
連
続
性
の
主
張
と
感
性
的
原
理
と
悟
性
的
原
理
の
区
別
に
よ
る
二
世
界
問
の
非
連
続
の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

序
カ
ン
ト
批
判
期
に
お
け
る
空
間
論

平

野

新

(
I
L
 3
5
3
)

を
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(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
。

定
の
仕
方
で
触
発
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
惑
性
の
対
象
が

る。

曰

『
視
霊
者
の
夢
』
に
お
け
る
二
世
界
説
を
認
め
た
上
で
、
絶
対
空
間
の
絶
対
性
を
ど
の
程
度
ま
で
承
認
す
る
か
が
、
空
間
論
に

関
す
る
批
判
期
に
お
け
る
課
題
の
一
っ
と
な
る
。

批
判
期
に
お
け
る
カ
ン
ト
空
問
論
の
独
自
性
は
空
間
が
主
観
的
感
性
形
式
で
あ
る
と
同
時
に
客
観
的
な
現
象
の
形
式
で
あ
る
こ
と
に
あ

カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
先
験
的
感
性
論
に
お
け
る
「
形
而
上
学
的
究
明
」
及
び
「
先
験
的
究
明
」
の
論
述
を
通
じ
て
右
記
の

空
間
に
つ
い
て
の
特
徴
を
論
証
し
え
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
空
間
論
に
関
し
て
、

り
で
あ
る
。

原
理
に
つ
い
て
』
（
『
就
職
論
文
』
と
略
す
）
と
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
主
張
と
に
大
き
な
違
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
通

(
2
)
 

『
就
職
論
文
』
及
び
『
純
粋
理
性
批
判
』
各
々
の
体
系
内
に
お
け
る
時
間
論
と
空
問
論
の
位
置
及
び
そ
れ
ら
の
叙
述
方
法
と

い
う
形
式
的
側
面
に
お
い
て
、
両
論
文
に
違
い
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

(
§
3
.
 II. 4
0
8
)
 

一
七
七

0
年
の
『
感
性
界
と
叡
知
界
の
形
式
と

し
か
し
カ
ン
ト
に
よ
る
主
張
の
実
質
的
側
面
に
お
け
る
差
異

は
認
め
ら
れ
な
い
。
言
い
換
え
る
と
空
問
、
時
間
が
感
性
の
形
式
で
あ
る
と
共
に
現
象
の
形
式
で
あ
り
、
先
験
的
観
念
性
を
有
す
る
と
い

(
3
)
 

う
主
張
は
両
論
文
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
「
惑
性
と
は
主
観
の
受
容
性
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
自
己
の
表
象
状
態
が
あ
る
対
象
の
現
前
に
よ
っ
て
一

「

P
h
a
e
n
o
m
e
n
o
n」

「
悟
性
（
理
性
）
は
主
観
の
能
力
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
感
覚
の
中
へ
入
り
え
な
い
も
の
を
表
象
す
る
」

(
i
b
i
d
.
)

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
悟
性
の
対
象
が
「
N
o
u
m
e
n
o
n
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
悟
性
を
「
心
の
上
級
能
力
」
(
@
1.II・ 

そ
れ
故
、
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と
や
、

な
し、
し一

仁）

「
空
間
の
概
念
は
外
的
感
覚
か
ら
抽
象
さ
れ

―
つ
は
矛
盾
律
に
従
う
「
論
理
的
使
用
」
（
空
5
.
I
L
 4
0
9
)
、
他
の
一
っ
は
実
在

的
使
用
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
り
、
悟
性
の
実
在
的
使
用
に
よ
っ
て
「
事
物
又
は
関
係
の
概
念
そ
の
も
の
が
与
え
ら
れ
る
」
(
i
b
i
d
.
)

の
で
あ
る
。

そ
し
て
悟
性
が
感
性
的
認
識
に
対
し
て
論
理
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
、

カ
ン
ト
は
そ
の
認
識
を
「
感
性
的
認
識
」
(
§
5
.

I
L
 410)
と
称
し

(
4
)
 

カ
ン
ト
は
感
性
の
能
力
と
悟
性
の
能
力
及
び
両
者
の
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
の
能
力
の
独
自
性
を
主
張
し
た
。
こ
れ
ら

の
両
能
力
に
基
づ
い
て
我
々
は
世
界
を
二
重
に
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
二
重
の
世
界
理
解
と
は
感
性
的
原
理
に
よ
る
世
界
理
解
と

悟
性
的
原
理
に
よ
る
世
界
理
解
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
対
象
の
差
異
に
よ
る
二
元
論
的
世
界
観
で
は
な
く
、
感
性
と
悟
性
と
い
う
主
観
の

能
力
の
差
異
に
基
づ
く
認
識
論
上
の
二
元
論
的
世
界
観
が
前
面
に
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

的
原
理
に
基
づ
く
二
重
の
認
識
の
内
、
前
者
に
対
し
て
は
感
性
界
、
後
用
に
対
し
て
は
叡
知
界
と
い
う
各
々
妥
当
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
。

け
れ
ど
も
カ
ン
ト
は
「
純
粋
理
性
の
対
象
で
あ
っ
て
、

て
い
る
。

た
だ
直
観
的
認
識
に
服
さ
な
い
と
い
う
だ
け
の
も
の
は
不
可
能
と
い
う
わ
け
で
は

(
§
1
.
 II. 4
0
5
)

と
記
述
し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
必
ず
し
も
感
性
的
原
理
に
よ
っ
て
「
表
象
で
き
な
い
」

「
表
象
で
き
な
い
」
(
i
b
i
d
.
)

も
の
が
「
不
可
能
」
(
§
l
l
.

I
L
 4
0
5
)

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
感

性
的
原
理
の
内
実
を
考
察
す
る
。

「
主
観
の
受
容
性
」
(
§
3
.

I
L
 4
0
8
)

と
し
て
の
感
性
と
は
時
間
、
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。

ず
」
(
@
1
5
.
 
II. 4
1
8
)
 

「
対
象
の
現
前
に
よ
っ
て
：
．．．． 
触
発
」

4
0
5
)

と
記
述
し
、
悟
性
に
二
つ
の
役
割
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、

カ
ン
ト
は
感
性
的
原
理
と
悟
性

(
＠
 

1. 
II. 4
0
4
)

こ

(
§
3
.
 
II. 4
0
8
)

さ
れ
る
主
観
の
受
容
性
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、



「
心
の
あ
る
法
則
」
(
i
b
i
d
.
)

と
し
て
の
原
理
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と

我
々
は
受
容
性
と
し
て
の
空
間
を
通
じ
て
の
み
外
的
な
対
象
を
我
々
の
内
へ
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
空
間
（
時
間
も
同
様
）
は
主

観
的
な
も
の
、
観
念
的
な
も
の
で
あ
り
、
精
神
の
本
性
か
ら
確
乎
た
る
法
則
に
従
っ
て
生
じ
た
」
(
§
1
5
.

I
L
 4
2
0
)

「
す
べ
て
の
感
性
的
な

も
の
の
い
わ
ば
図
式
で
あ
り
、
制
約
で
あ
る
。
」
(
§
1
3
.

II. 4
1
5
)

更
に
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
空
間
は
「
す
べ
て
を
自
己
の
中
に
包
括
す
る
個

「
個
別
的
概
念
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
り
、
悟
性
概
念
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
空
間
は
直
観
で
あ

る
。
空
間
は
「
す
べ
て
の
外
的
に
感
覚
さ
れ
た
も
の
を
同
位
秩
序
に
お
く
」

(
§
1
5
.
 
II. 4
2
1
)

が
故
に
空
間
は

「
外
的
感
性
に
お
け
る
す

べ
て
の
真
理
の
基
礎
で
あ
り
」
(
§
1
5
.

II. 4
2
0
)

「
す
べ
て
の
感
性
的
な
も
の
の
制
約
」
(
§
1
3
.

II. 4
1
5
)

と
な
る
。

我
々
は
感
性
の
形
式
で
あ
る
空
間
を
通
じ
て
所
与
を
受
け
取
る
が
故
に
、
空
間
が
「
主
観
的
原
理
」
(
§
1
5
.

I
L
 4
2
1
)

と
し
て
も
、
我
々

の
感
官
に
現
わ
れ
る
も
の
す
べ
て
に
対
し
て
空
間
は
先
天
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
空
間
は
「
感
覚
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
く
」

(
§
1
5
.
 
II. 4
1
9
)

「
す
べ
て
の
外
的
感
覚
の
根
本
形
式
」

ら
独
立
し
た
純
粋
な
直
観
で
あ
る
。
従
っ
て
空
間
は
先
天
的
な
感
性
の
形
式
と
な
る
。

カ
ン
ト
は
我
々
の
感
覚
の
対
象
と
な
る
現
象
界
で
「
す
べ
て
の
我
々
の
感
性
的
認
識
の
形
式
を
説
明
す
る
純
粋
数
学
」
(
§
1
2
.

II. 4
1
4
)
 

学
の
対
象
と
し
て
の
空
間
は
「
す
べ
て
の
直
観
の
形
式
的
原
理
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
根
源
的
な
直
観
で
あ
る
」
(
i
b
i
d
.
)

と
カ
ン
ト
は
言
う
。

(
i
b
i
d
.
)

で
あ
り
、
個
別
的
概
念
で
あ
る
が
故
に
、
す
べ
て
の
感
覚
的
な
も
の
か

「
量
に
関
し
て
の
み
学
問
の
対
象
と
な
る
」
(
i
b
i
d
.
)

幾
何
学
に
お
い
て
考
察
す
る
。

カ
ン
ト
の
主
張
す
る
『
就
職
論
文
』
に
お
け
る
幾
何
学
は
現
象
界
に
限
定
さ
れ
た
幾
何
学
の
こ
と
で
あ
り
、

に
お
い
て
は
一
二
次
元
以
上
は
与
え
ら
れ
な
い
」

(
§
1
5
.

I
L
 4
1
9
)

と
カ
ン
ト
が
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ッ
ド
幾
何
学
の
み
に
限
定
し
た
主
張
で
あ
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
批
判
期
前
に
お
け
る
主
張
で
あ
る
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾

と
し
て
の
空
間
を
そ
の
質
で
は
な
く
、

別
的
表
象
」
（
§
1
5
.

I
L
 4
1
8
)

で
あ
り
、

58

空
間
ほ
惑
性
界
の
「
主
観
的
原
理
」
(
§
1
3
.

I
L
 4
1
4
)

で
あ
り
、

そ
の
幾
何
学
と
は
ユ
ー
ク
リ

「
空
間
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回

空
間
の
絶
対
的
な
客
観
的
妥
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。

又
、
カ
ン
ト
に
よ
る
と
空
間
は
「
万
物
の
普
遍
的
結
合
の
根
拠
(
r
a
t
i
o
)
」（
§
1
3
.

I
L
 4
1
4
)

を
含
み
、
単
に
主
観
的
原
理
で
あ
る
だ
け

で
な
く
「
現
象
世
界
(
u
n
i
v
e
r
s
u
m
p
h
a
e
n
o
m
e
n
i
)
」
（
i
b
i
d
.
)

又
は
「
感
性
界
の
絶
対
的
に
第
一
の
形
式
的
原
理
」

(
§
1
4
.

I
L
 4
1
8
)

で

あ
る
。

カ
ン
ト
は
空
問
（
時
間
も
）
を
主
観
的
原
理
で
あ
る
と
同
時
に
現
象
的
世
界
又
は
感
性
界
の
形
式
的
原
理
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

、
、
、
、
、
、

て
感
性
的
原
理
の
妥
当
性
を
現
象
界
に
限
定
し
、
空
間
を
感
性
界
に
お
け
る
絶
対
的
に
第
一
の
形
式
的
原
理
と
規
定
し
、
現
象
界
に
の
み

空
間
と
は
前
記
の
ご
と
く
「
現
象
世
界
」
又
は
「
感
性
界
」
の
「
絶
対
的
に
第
一
の
形
式
的
原
理
」
で
あ
っ
た
。
現
象
世
界
即
ち
感
性

界
と
は
カ
ン
ト
に
よ
る
と
感
性
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
う
る
世
界
で
あ
る
。
こ
の
世
界
は
「
形
式
」
命
2
.

I
L
 4
0
5
)

「
質
料
」
盆
2
.

II. 4
0
6
)
 

「
総
括
性
」

(
§
2
.

I
L
 4
0
7
)

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。

カ
ン
ト
に
よ
る
と
世
界
で
は
「
実
体
的
合
成
体
」

(
§
1
.

II. 4
0
3
)

即
ち
質
料
で
あ
る
単
純
な
実
体
が
時
間
、
空
間
と
い
う
形
式
に
よ
っ

て
「
相
互
に
関
係
し
」
(
i
b
i
d
.
)

あ
う
。
そ
の
関
係
は
「
従
属
関
係
で
は
な
く
、
同
位
関
係
」
(
§
2
.
II. 4
0
6
)

で
あ
る
。
同
位
関
係
と
は
「
各

相
関
項
が
他
の
項
に
対
し
て
限
定
的
で
あ
る
と
同
時
に
被
限
定
的
と
し
て
関
係
す
る
」

(
i
b
i
d
.
)

関
係
で
あ
る
。
「
総
体
性
」
と
は

的
部
分
の
絶
対
的
総
体
」
命
2
.

I
L
 4
0
7
)

の
こ
と
で
あ
り
、
す
べ
て
を
「
包
括
す
る
全
体
」

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

(
i
b
i
d
.
)
 

の
こ
と
で
あ
る
。
悟
性
的
原
理
に

「
同
位

何
学
以
外
の
幾
何
学
の
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
空
間
が
三
次
元
性
を
有
す
る
と
前
提
す
る
限

り
、
そ
の
空
間
が
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
媒
介
と
し
て
現
象
界
に
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
空
間
は
現
象
界
の
形
式
で
あ
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一
者
に
依
存
す
る
と
い
う
形
而
上
学
的
実
在
的
規
定
を
う
け
て
い
る
。

こ
の
原
因
は
悟
性
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
う
る
。
言
い
換

(
§
2
0
.
 I
L
 
424)~+,-, 

べ
て
が
依
存
す
る
「
一
者

同

よ
り
世
界
は
総
体
性
と
し
て
成
立
す
る
。
と
い
う
の
は
世
界
合
成
は
「
合
成
一
般
の
概
念
に
よ
っ
て
そ
の
も
と
に
多
く
の
も
の
が
（
各
々

相
互
に
関
係
し
て
）
含
ま
れ
る
限
り
、
悟
性
的
普
遍
的
観
念
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」

(
§
1
.

I
L
 4
0
3
)

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
感
性
的
原
理

に
従
う
な
ら
ば
「
継
起
的
」

(
§
1
.

II. 4
0
4
)

に
は
「
被
制
約
か
ら
制
約
へ
の
背
進
」
（
§
1
.

I
L
 4
0
3
 a
n
m
.
)

が
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、

前
者
に
従
う
な
ら
ば
、
世
界
は
絶
対
的
総
体
性
で
あ
る
が
故
に
量
的
に
限
界
を
有
し
、
そ
れ
に
反
し
て
後
者
に
よ
れ
ば
継
起
的
で
あ
る
が

(
5
)
 

故
に
量
的
に
は
無
限
で
あ
る
。

(

6

)

（

7
)
 

周
知
の
ご
と
く
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
「
先
験
的
感
性
論
」
及
び
「
二
律
背
反
」
に
お
い
て
空
間
の
無
限
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
上

記
の
ご
と
く
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
先
立
っ
て
『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
ー
ー
ふ
恋
性
と
悟
性
と
い
う
二
つ
の
原
理
に
従
う
点
で
は
『
純
粋

理
性
批
判
』
の
議
論
と
は
異
っ
て
い
る
が
|
ー
＇
既
に
二
律
背
反
の
議
論
が
出
現
し
て
い
る
。

世
界
は
「
直
観
的
に
見
ら
れ
る
と
空
問
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
実
体
の
こ
の
関
係
そ
の
も
の
」

外
の
存
在
す
る
も
の

(
e
n
s
)
」
（
§
1
9
.

II. 4
2
4
)

で
あ
り
、
こ
の
「
存
在
者

(
e
n
t
i
a
)

命
1
6
.

I
L
 4
2
3
)

で
4

の
り
、

「
多
数
の
実
体
が
相
互
作
用
の
関
係
に
あ
り
」

(
i
b
i
d
.
)

「
世
界
と
い
う
同
一
の
全
体
に
属
す
る
。
」

(
i
b
i
d
.
)

こ
の
世
界
の
原
因
は
「
世
界

(
U
n
o
)
」（
§
2
0
.

II. 4
2
5
)

で
あ
り
、
総
括
性
の
原
因
で
あ
る
と
カ
ン
ト
は
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
空
問
は
現
象
界
に
お
い
て
は
主

観
的
な
惑
性
的
原
理
で
あ
る
と
同
時
に
、
諸
実
体
の
関
係
で
あ
る
空
間
は
諸
実
体
に
よ
る
世
界
の
原
因
と
し
て
の
「
潜
在
的
な
」

I
L
 4
2
4
)
 

盆
1
9
.

え
る
と
空
間
は
実
体
的
世
界
即
ち
叡
知
界
の
存
在
を
前
提
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
の
感
性
界
に
出
現
す
る
「
必
然
的
な
―
つ
の
原
因
」
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と
い
う
二
重
の
把
握
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（唸
1.
II. 4
2
5
)

に
起
因
す
る
実
体
的
世
界
の
現
わ
れ
で
あ
り
「
―
つ
の
」
(
i
b
i
d
.
)

「
現
実
的
世
界
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
。

し
か
し
多
数
の
「
第
一
の
必
然
的
原
因
」
(
i
b
i
d
.
)

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
原
因
に
基
づ
く
多
数
の
「
結
果
」
(
i
b
i
d
.
)

が
あ
る
な
ら
ば
‘

多
数
の
世
界
は
不
可
能
で
は
な
い
。
「
多
数
の
第
一
の
必
然
的
な
原
因
」
(
i
b
i
d
.
)

を
想
定
す
る
限
り
で
は
批
判
期
前
に
お
い
て
カ
ン
ト
が

考
察
し
た
形
而
上
学
的
な
多
世
界
説
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

前
述
の
ご
と
く
、

カ
ン
ト
に
よ
る
と
感
性
的
原
理
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
世
界
と
は
感
性
界
即
ち
現
象
界
で
あ
り
、
そ
の
現
象
界
の
原
因

と
な
る
実
体
的
世
界
即
ち
叡
知
界
が
悟
性
的
原
理
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
感
性
界
は
感
性
と
い
う
主
観
的
原
理
に
よ

っ
て
把
握
さ
れ
た
主
観
的
な
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
叡
知
界
は
「
客
観
的
原
理
」

(
§
1
3
.
 I
L
 4
1
4
)

で
あ
る
悟
性
的
原
理
に
よ
っ

て
把
掘
さ
れ
た
「
存
在
す
る
ま
ま
の
事
物
の
表
象
」

(
§
4
.

II. 4
0
9
)

の
世
界
即
ち
「
実
体
の
相
互
関
係
」
に
基
づ
く
客
観
的
な
世
界
で
あ

る
。
我
々
に
は
感
性
と
悟
性
と
い
う
異
種
的
な
二
つ
の
原
理
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
二
種
の
原
理
に
基
づ
き
、
我
々
は
世
界
を
二
重
に
把
握

(
§
2
4
.
 
II. 4
2
8
)

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
制
約
を
有
す
る
。

け
れ
ど
も
「
空
間
は
万
物
の
共
存
の
感
性
的
に
認
識
さ
れ
た
普
遍
的
な
必
然
的
な
制
約
で
あ
る
が
故
に
、
現
象
的
遍
在
」

(
§
2
4
.

II. 4
2
8
)
 

(
§
1
3
.
 I
L
 4
1
4
)

で
あ
っ
た
。
主
観
的
原
理
で
あ
る
空
間
が
現
象
界
の
み
に
制
限
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
空
間
が
現
象
的
遍
在
で
あ
る
限
り
、
そ
の
背
後
に
は
い
わ
ば
現
象
の
原
因
た
る
実
体
が
あ
り
、
空
間
が
「
普
遍
的
結
合
の
根
拠
」
で

あ
り
「
そ
の
結
合
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
実
体
お
よ
び
実
体
の
状
態
が
世
界
と
い
わ
れ
る
同
一
の
全
体
に
属
す
る
」

(
i
b
i
d
.
)

限
り
、

の
背
後
に
実
体
の
世
界
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
我
々
は
異
種
の
原
理
に
基
づ
き
、
同
一
の
対
象
界
を
主
観
的
把
握
と
客
観
的
把
握

主
観
的
把
握
と
は
感
性
に
よ
る
認
識
論
的
現
象
把
握
で
客
観
的
把
握
と
は
悟
性
の
実
在
的
使
用
に
よ
る
形
而
上
学
的
実
体
把
握
で
あ
る
。

で
あ
り
「
普
遍
的
結
合
の
根
拠
」

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
感
性
的
原
理
は
「
自
己
の
限
界
を
越
え
」

空
間
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体
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

因
果
系
列
は
そ
の
始
源
」

(cm
2
8
.
 I
L
 4
3
2
)

を
有
す
る
。

け
る
す
べ
て
は
自
然
の
秩
序
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
」

え
な
い
。

「
背
進
」
（
§
1
.
I
L
 4
0
4
)

が
世
界
内
に
存

こ
の
悟
性
の
実
在
的
使
用
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
世
界
が
叡
知
界
で
あ
る
。
万
物
を
保
持
す
る
万
物
の
「
共
通
原
理
」

(
§
2
2
.
 I
L
 4
2
5
 f) 

で
あ
る
「
一
者
」
に
よ
ろ
任
意
の
実
体
間
の
相
互
関
係
が
叡
知
界
で
あ
り
、
こ
の
世
界
は
共
通
な
原
因
に
基
づ
き
、
共
通
な
規
則
に
従
う

が
故
に
、
調
和
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
調
和
を
カ
ン
ト
は
「
予
定
調
和
」
命
2
2
.
I
L
 4
2
6
)

と
呼
ん
で
い
る
。

叡
知
界
は
質
料
、
形
式
、
総
括
性
の
一
―
―
契
機
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
。
悟
性
的
原
理
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
合
成
一
般
の
概
念
の
も

と
に
多
数
の
も
の
が
含
ま
れ
る
」

(
§
I
.
I
L
4
0
3
)

と
い
う
世
界
は
総
体
性
を
有
し
、

そ
の
限
り
で
世
界
は
有
限
で
あ
る
。
し
か
し
感
性
的

原
理
に
従
う
な
ら
ば
継
起
的
な
「
連
続
量
」

(
§
1
.
I
L
 4
0
4
)

と
し
て
の
世
界
は
「
無
限
系
列
」
（
§
1
.
I
L
 4
0
3
)

を
な
し
、
有
限
で
は
あ
り

世
界
の
始
源
の
有
無
に
関
し
て
の
感
性
的
原
理
と
悟
性
的
原
理
と
に
よ
り
、
異
っ
た
主
張
が
成
立
す
る
。
前
者
に
よ
れ
ば
「
宇
宙
に
お

(
§
3
0
.
 I
L
 4
3
4
)

が
故
に
、
始
源
は
認
め
ら
れ
ず
、
後
者
に
従
う
な
ら
ば
「
任
意
の

現
象
界
に
主
観
的
に
妥
当
す
る
感
性
的
原
理
に
従
う
な
ら
ば
、
我
々
の
感
性
的
原
理
を
叡
知
界
へ
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
故
に
、

世
界
が
諸
実
体
の
相
互
関
係
で
あ
る
こ
と
し
か
我
々
は
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
悟
性
的
原
理
に
従
う
な
ら
ば
世
界
に
は
「
一
者
」
と
い

う
「
必
然
的
実
体
」

(
§
1
7
.
I
L
 4
2
4
)

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

感
性
的
原
理
に
と
っ
て
は
分
析
と
は
時
間
制
約
に
従
う
継
起
的
分
析
を
意
味
す
る
が
故
に
、

在
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
単
純
な
実
体
に
到
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

悟
性
的
原
理
に
従
う
な
ら
ば
世
界
ほ
実
体
的
合
成
体
で
あ
る
が
故
に
、
世
界
に
は
実
在
的
合
成
体
を
形
成
す
る
基
礎
で
あ
る
単
純
な
実
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(
i
b
i
d
.
)

世
界
で
あ
る
。

を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
世
界
が
「
予
定
調
和
」
に
甚
づ
く
世
界
で
あ
り
「
精
神
の
ま
な
ざ
し
に
対
し
て
無
限
に
開
か
れ
て
い
る
」

の
か
ら
触
発
さ
れ
て
」

(
i
b
i
d
.
)

い
る
が
故
に
、

人
間
の
二
つ
の
能
力
に
よ
っ
て
感
性
界
と
叡
知
界
と
い
う
二
世
界
の
把
握
が
可
能
で
あ
っ
た
。
感
性
界
と
は
現
象
界
で
あ
り
、
我
々
の

感
性
能
力
で
あ
る
時
間
、
空
間
は
現
象
界
に
の
み
妥
当
し
う
る
原
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
叡
知
界
と
感
性
界
と
の
関
係
は
実
体
的
世
界
と
、

そ
の
実
体
的
世
界
が
我
々
の
感
性
を
媒
介
に
し
て
出
現
し
た
世
界
と
の
関
係
で
も
あ
る
。
従
っ
て
、
空
問
、
時
間
は
一
方
で
は
感
性
界
の

(
8
)
 

原
理
で
あ
る
と
共
に
、
他
方
、
叡
知
界
の
人
間
感
性
へ
の
現
わ
れ
を
受
容
す
る
原
理
で
も
あ
る
。
我
々
の
感
性
は
間
接
で
は
あ
る
が
、
叡

知
界
の
現
わ
れ
で
あ
る
現
象
界
を
媒
介
に
し
て
叡
知
界
を
か
い
ま
み
る
こ
と
の
可
能
性
を
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
表
現
に

よ
る
と
「
感
性
界
の
形
式
の
原
理
」
で
あ
る
時
間
、
空
間
は
「
現
象
界
で
あ
る
限
り
で
の
万
物
の
結
合
の
根
拠
を
含
」

む
こ
と
に
な
り
、
我
々
の
空
間
は
「
万
物
の
共
存
の
感
性
的
に
認
識
さ
れ
た
普
遍
的
な
必
然
的
制
約
で
あ
る
が
故
に
現
象
的
遍
在
」
(
i
b
i
,
 

d
e
m
)

で
も
あ
る
。
こ
の
見
地
に
立
つ
な
ら
ば
‘
我
々
の
空
間
、
時
間
と
い
う
感
性
能
力
は
間
接
的
な
が
ら
、
現
わ
れ
と
し
て
で
は
あ
る

世
界
に
関
し
て
感
性
的
原
理
に
基
づ
く
世
界
と
悟
性
的
原
理
に
基
づ
く
世
界
が
出
現
し
、

象
的
把
握
及
び
認
識
論
的
把
握
を
許
し
た
こ
と
に
な
る
。

人
間
の
精
神
は
「
一
者
の
同
一
の
無
限
の
力
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
」

(
§
2
2
.

S
c
h
o
l
i
o
n
 
I
L
 4
2
6
)

「
外
的
な
も

が
、
実
体
的
世
界
を
受
け
入
れ
た
こ
と
と
な
る
。

缶

(
§
2
2
.
 
II. 4
2
6
)
 

カ
ン
ト
に
よ
る
世
界
が
実
在
論
的
把
握
と
現

我
々
は
感
性
的
原
理
と
悟
性
的
原
理
に
従
っ
て
同
一
の
世
界
に
関
す
る
二
つ
の
世
界
像
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丙

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
我
々
は
悟
性
的
原
理
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
の
予
定
調
和
の
世
界
即
ち
叡
知
界
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
の
『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
一
者
に
従
う
超
経
験
的
形
上
学
的
世
界
が
存
在
し
て
お
り
、
感
性
の
形
式
で
あ

る
空
間
は
こ
の
世
界
の
普
遍
的
結
合
の
あ
る
共
通
原
理
を
解
明
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
共
通
原
理
の
解
明
は
悟
性
的
原
理

の
実
在
的
使
用
に
の
み
よ
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
感
性
的
原
理
と
悟
性
的
原
理
各
々
の
妥
当
性
と
限
界
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
両
者
の
混
同
を
妨
げ
、
感
性
と
悟
性
の
各
々

の
独
自
性
を
承
認
し
、
両
者
間
の
連
続
性
を
否
認
し
た
。
人
間
の
異
種
の
能
力
に
基
づ
き
、
二
つ
の
世
界
解
釈
が
出
現
し
た
。
一
一
種
の
世

界
と
は
感
性
界
と
叡
知
界
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
感
性
界
を
支
え
る
超
惑
性
界
で
あ
る
叡
知
界
を
認
識
す
る
た
め
の
原
理
と
し
て
悟
性
に

『
純
粋
理
性
批
判
』

『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
は
、
悟
性
と
理
性
の
明
確
な
区
別
は
な
い
の
で
あ
る
。

な
さ
れ
、
悟
性
に
よ
る
叡
知
界
認
識
は
断
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
感
性
界
は
叡
知
界
に
よ
っ
て
、

感
性
界
認
識
と
関
係
な
く
、

に
お
け
る
カ
ン
ト
空
間
論
へ
移
る
。

そ
の
存
在
が
保
証
さ
れ
て
い
た
。
言
い
換
え
る
と
形
而
上
学
的
に
は
我
々
の

ま
ず
第
一
に
叡
知
界
が
感
性
界
に
先
行
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
就
職
論
文
』
に
お
け
る

感
性
界
が
一
者
に
よ
る
形
而
上
学
的
存
在
論
を
前
提
し
て
成
立
し
て
い
る
と
は
い
え
『
就
職
論
文
』
に
お
け
る
空
間
に
関
す
る
カ
ン
ト
の

論
述
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
空
間
論
と
大
差
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
次
に
『
純
粋
理
性
批
判
』

実
在
的
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
悟
性
を
叡
知
界
へ
適
用
す
る
こ
と
は

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
悟
性
と
理
性
の
区
別
が

に
お
い
て
拒
否
さ
れ
て
い
る
。

勿
論
、

こ
の
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『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
も
多
世
界
論
が
完
成
に
拒
否
さ
れ
た
わ
け

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
我
々
が
感
性
界
に
お
い
て
表
象
し
う
る
空
間
は
「
唯
一
で
同
一
の
空
間
」

一
の
包
括
的
な
空
間
」

「
総
体

(
T
a
t
u
m
)
」

底
に
は
総
体
と
し
て
の
空
間
が
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
i
b
i
d
.
)

で
あ
り
、

(
i
b
i
d
.
)

の
部
分
空
間
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
包
括
的
な
空
間
と
は
部
分
空
間
に
先
行
し
、

空
間
を
部
分
と
し
て
限
定
す
る
空
間
で
あ
る
。
こ
の
唯
一
包
括
的
な
空
間
は
『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
悟
性
的
原
理
に
基
づ
く
な
ら
ば
空

命
2
.

II. 4
0
7
)

と
し
て
の
特
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
関
し
て
も
「
先
験
的
感
性
論
」
に
お
い
て
、
空
間
は
同
規
定
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
空
間
の
根

カ
ン
ト
は
「
先
験
的
感
性
論
」
に
お
い
て
時
間
、
空
間
各
々
の
「
形
而
上
学
的
解
明
」
及
び
「
先
験
的
解
明
」
を
通
じ
て
、
空
間
が
先

天
的
な
形
式
で
あ
り
、
先
天
的
な
直
観
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
。
言
い
換
え
る
と
『
就
職
論
文
』
に
お
け
る
空
間
に
つ
い
て

の
主
張
と
同
様
、
空
問
が
主
観
的
な
直
観
で
あ
る
と
同
時
に
客
観
的
な
現
象
の
形
式
で
あ
る
こ
と
の
論
証
で
あ
る
。

「
人
間
に
と
っ
て
対
象
が
我
々
の
心
を
何
ら
か
の
仕
方
で
触
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
対
象
が
与
え
ら
れ
る
。
」

て
お
り
、

仕

間
は
単
純
な
部
分
の
「
合
成
体
」
で
は
な
く
、

と
は
考
え
ら
れ
え
な
い
。

(
A
2
5
 11 B
3
9
)

限
り
で
の
空
間
で
あ
る
。
従
っ
て
『
純
粋
理
性
批
判
』

(
A
1
9
 11 B
3
3
)
 

多
様
な

個
々
の
空
間
は
「
唯

に
お
い
て
も
多
世
界
論
が
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る

し
か
し

『
純
粋
理
性
批
判
』

で
は
な
か
っ
た
。

に
お
け
る
空
間
と
は
現
象
界
を
基
盤
と
し
て
、

批
判
期
前
に
お
い
て
多
空
間
論
又
は
多
世
界
論
が
主
張
さ
れ
た
。

(

9

)

 

人
間
の
認
識
能
力
に
基
づ
き
「
我
々
が
表
象
し
う
る
」
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ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
が
「
先
験
的
解
明
」
の
内
容
で
あ
る
。

ら
れ
た
無
限
蓋
と
し
て
表
現
」

(
B
3
9
)

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

式
と
し
て
時
間
、
空
間
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
我
々
が
対
象
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
る
仕
方
を
通
じ
て
表
象
を
え
る
能
力
」

(
i
b
i
d
.
)

が
受
容
性
即
ち
感
性
の
能
力
で
あ
る
。

っ
て
受
容
さ
れ
た
も
の
を
思
惟
す
る
能
力
が
悟
性
で
あ
る
。
感
性
と
悟
性
の
共
同
作
用
に
基
づ
き
対
象
の
認
識
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
感
性
と
は
「
現
象
の
多
様
を
一
定
の
関
係
に
秩
序
づ
け
る
」

(
A
2
0
 11 B
3
4
)
 

と
は
空
問
を

こ
の
現
象
の
形

時
間
、
空
間
は
経
験
的
な
も
の
を
含
ま
な
い
が
故
に
純
粋
で
あ
り
、
更
に
空
間
は
純
粋
で
あ
る
が
故
に
、
経
験
に
先
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
現
象
の
形
式
た
り
う
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
空
間
は
先
天
的
な
現
象
の
形
式
で
あ
る
。
し
か
も
空
間
は

す
べ
て
の
部
分
空
間
を
「
自
己
の
下
に
包
む
」

(
B
4
0
)

の
で
は
な
く
「
自
己
の
内
に
包
む
」

(
i
b
i
d
.
)

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
故
に
、

空
間
は
直
観
で
あ
っ
て
概
念
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
空
間
は
与
え
ら
れ
た
無
限
の
部
分
空
間
を
自
己
の
内
に
包
む
が
故
に
「
与
え

空
間
の
「
先
験
的
解
明
」
と
は
「
あ
る
先
天
的
な
原
理
に
基
づ
い
て
、
別
の
先
天
的
で
綜
合
的
な
認
識
の
可
能
性
が
理
解
さ
れ
う
る
場

合
に
、
こ
の
よ
う
な
原
理
と
し
て
の
概
念
の
説
明
」

と
い
う
の
は
空
間
が
概
念
で
あ
る
な
ら
ば
、

(
B
4
0
)

の
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

空
間
の
「
先
験
的
解
明
」

先
天
的
な
直
観
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
あ
る
種
の
先
天
的
綜
合
判
断
の
可
能
性
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
空
間
は
ま
ず
直
観
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
空
間
が
直
観
で
な
く
概
念

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
に
は
空
間
に
つ
い
て
、
感
性
的
主
語
と
悟
性
的
述
語
に
よ
る
異
種
的
な
綜
合
判
断
が
成
立
し
え
な
く
な
る
。

主
語
と
述
語
が
共
に
概
念
と
な
り
、
拡
張
判
断
と
し
て
の
綜
合
判
断
が
成
立
し
え
な
く
な
る

か
ら
で
あ
る
。
更
に
こ
の
判
断
が
客
観
的
妥
当
性
を
有
す
る
た
め
に
は
空
間
は
単
に
直
観
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
先
天
的
な
直
観
で
あ
ら

「
現
象
の
形
式
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
。

感
性
に
よ
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と
し
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
先
験
的
感
性
論
」
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
主
張
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。

カ
ン
ト
の
意
図
は
感
性
と
悟
性
の
両
能
力
に
よ
っ
て
先
天
的
綜
合
判
断
の
客
観
的
妥
当
性
を
可
能
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

我
々
の
感
性
に
よ
っ
て
の
み
認
識
の
質
料
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
言
い
換
え
る
と
感
性
の
能
力
と
は
受
容
性
の
能
力
で
あ
り
、
感
性

に
よ
っ
て
受
け
と
ら
れ
た
認
識
の
質
料
は
、
そ
の
質
料
に
関
す
る
意
識
の
有
無
と
は
無
関
係
な
無
規
定
な
ま
ま
の
所
与
で
あ
る
。

時
間
、
空
間
は
人
間
に
の
み
偶
有
す
る
直
観
で
あ
り
感
性
の
主
観
的
制
約
で
あ
る
。

(
A
2
6
11 B
4
2
)
 

空
間
は
す
べ
て
の
も
の
を
自
己
の
内
に
含
む
が
故
に
、
空
間
は
与
え
ら
れ
た
無
限
の
量
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。

(
B
3
9
)

空
間
は
「
外
的
に
対
象
と
し
て
我
々
に
あ
ら
わ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
に
関
し
て
は
」

(
A
2
7
11 B
4
4
)
 

性
）
」
（
A
2
8
11 B
4
4
)

即
ち
「
経
験
的
実
在
性
」
(
i
b
i
d
.
)

と
同
時
に
空
間
を
我
々
が
物
体
自
身
の
根
底
に
存
す
る
と
考
え
る
と
、
空
間
は

「
我
々
の
中
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
」

(
A
4
2
1
1
 B
5
9
)

と
い
う
「
先
験
的
観
念
性
」

(
A
2
8
11 B
4
4
)

換
言
す
れ
ば
存
在
論
的
に
は
「
無
」

と
い
う
規
定
し
か
有
し
な
く
な
る
。
換
言
す
れ
ば
先
験
的
観
念
性
と
い
う
規
定
を
有
す
る
空
間
が
経
験
的
実
在
性
を
有

し
な
い
が
故
に
存
在
論
的
に
空
間
が
無
と
呼
ば
れ
よ
う
と
カ
ン
ト
は
先
験
的
な
空
間
の
思
惟
可
能
性
を
否
定
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

空
間
の
思
惟
可
能
性
と
は
感
性
の
形
式
と
し
て
の
空
間
と
時
間
に
悟
性
形
式
が
加
わ
っ
た
空
間
規
定
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
空
間
は
理
念

(
A
2
8
 11 B
4
4
)
 

⑮ 

「
実
在
性
（
即
ち
客
観
的
妥
当

四 曰 天
的
な
形
式
で
あ
る
。

⇔
時
問
、
空
間
は
感
性
的
直
観
の
形
式
と
し
て
見
い
出
さ
れ
、

J

の
時
間
、
空
間
は
叡
知
界
で
は
な
く
感
性
界
即
現
象
界
に
お
け
る
先

（一）
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る。 繹
の
叙
述
と
は
反
対
に
、

感
性
が
受
容
性
の
能
力
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
悟
性
は
「
表
象
を
産
出
す
る
能
力
」

(
A
5
1
11 B
7
5
)

即
ち
「
自
発
性
」

(
A
5
0
11 B
7
4
)
 

の
能
力
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
能
力
は
我
々
の
「
心
性
」
(
i
b
i
d
.
)

に
由
来
す
る
。
「
内
容
な
き
思
想
は
空
虚
で
あ
り
、
概
念
な
き
直
観
は

盲
目
で
あ
る
」

(
A
l
5
11 B
7
5
)

が
故
に
、
感
性
と
悟
性
の
両
能
力
問
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

⇔
、
国
、
四
、
回
の
作
用
は
自
発
性
に
基
づ
い
て
い
る
が
故
に
、

言
す
れ
ば
A

版
の
演
繹
の
叙
述
は
惑
性
的
な
も
の
を
構
想
力
の
作
用
を
媒
介
に
し
て
「
悟
性
化
」

(
A
1
2
4
)

す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
叙
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て

B
版
に
お
け
る
「
純
粋
悟
性
概
念
の
先
験
的
演
繹
」

先
験
的
統
覚
が
認
識
の
根
底
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
叙
述
か
ら
カ
ン
ト
は
出
発
し
て
い

カ
ン
ト
は
論
述
し
て
い
る
。

(
B
版
の
演
繹
と
略
す
）
に
お
い
て
、

A
版
の
演

し
て
成
立
せ
し
め
る
た
め
の
制
約
を
探
究
し
た
。
受
容
性
と
し
て
の
感
性
に
よ
っ
て
の
み
、
我
々
に
直
観
の
多
様
が
与
え
ら
れ
る
。

多
様
の
日
「
概
観
」

(
A
9
7
)

を
、
次
に
「
概
観
」
さ
れ
た
多
様
を
結
合
す
る
構
想
力
に
よ
る
⇔
「
覚
知
の
綜
合
」

(
A
9
9
)

を
、
続
い

て
「
覚
知
の
綜
合
」
が
作
用
す
る
た
め
に
、
多
様
な
個
々
の
表
象
を
忘
れ
ず
に
再
生
す
る
国
「
再
生
の
綜
合
」

(
A
l
O
O
)
を
、
更
に
「
再

生
の
綜
合
」
が
可
能
と
な
る
制
約
と
し
て
―
つ
の
直
観
的
表
象
を
成
立
せ
し
め
る
四
「
再
認
識
の
綜
合
」

(
A
1
0
3
)
を
、
最
後
に
回
「
再

認
識
の
綜
合
」
が
私
の
表
象
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
「
純
粋
統
覚
」
（
A
l
2
4
)

に
よ
る
「
自
己
同
一
性
」

(
A
l
l
6
)

を
必
要
と
す
る
と

カ
ン
ト
は

A
版
の
「
純
粋
悟
性
概
念
の
先
験
的
演
繹
」

四

そ
れ
ら
の
諸
作
用
は
広
義
の
悟
性
作
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換

(
A
版
の
演
繹
と
略
す
）
の
箇
所
に
お
い
て
、
直
観
的
表
象
を
自
己
の
表
象
と
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と
し
て
論
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
私
は
考
え
る
」
（
B
l
3
1
,

B
l
3
2
,
 
B
l
3
7
)

と
い
う
意
識
が
す
べ
て
の
意
識
の
う
ち
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
象
は
自
己
の
表

象
と
な
る
。
こ
の
「
私
は
考
え
る
」
と
い
う
表
象
を
カ
ソ
ト
は
「
純
粋
統
覚
」

(
A
l
1
6
 11
 B
1
3
2
)

と
名
付
け
、

こ
の
「
純
粋
統
覚
」

種
々
の
表
象
を
「
―
つ
の
意
識
」

(
B
l
3
4
)

の
内
に
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
れ
ら
の
諸
表
象
を
す
べ
て
「
私
の
表
象
」

(
i
b
i
d
.
)

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ン
ト
は
「
私
は
考
え
る
」
と
い
う
表
象
を
産
出
す
る
と
こ
ろ
の
自
己
意
識
で
あ
る
こ
の
統
覚
の
統
一
を
「
自

従
っ
て
「
純
粋
統
覚
」
に
よ
る
先
験
的
統
一
作
用
に
よ
っ
て
多
様
な
表
象
を
自

己
の
―
つ
の
表
象
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
際
、
個
々
の
多
様
な
表
象
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
図
式
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
―
つ
の
表
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
媒
介
に
し
た
多
様
な
綜
合
は
「
盲
目
的
な
」
(
A
7
8
1
1
 B
1
0
4
)

な
綜

合
で
な
く
、
悟
性
に
基
づ
く
綜
合
で
あ
る
。
こ
の
「
悟
性
綜
合
」

(
B
l
5
1
)

は
「
純
粋
統
覚
」
の
作
用
に
基
づ
く
「
知
性
的
な
」

(
B
1
5
0
)

綜
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

B
版
の
演
繹
は
悟
性
的
知
性
的
視
点
よ
り
の
演
繹
論
の
記
述
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
悟
性
使
用
の
最
高
原
理
」
（
B
l
3
6
)

で
あ
る
「
統
覚
に
綜
合
的
統
一
の
働
き
」
(
i
b
i
d
.
)

即
ち
先
験
的
統
覚
が
あ
ら
ゆ
る
認
識
の
根
底

に
存
在
し
て
綜
合
的
統
一
を
可
能
に
す
る
働
き
か
ら
カ
ン
ト
は
叙
述
を
始
め
、

B
版
の
演
繹
を
悟
性
の
い
わ
ば
「
感
性
化
」

(
A
5
1
1
1
 B
7
5
)
 

A
版
の
演
繹
は
経
験
心
理
学
的
な
視
点
よ
り
の
叙
述
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
叙
述
形
式
を
カ
ン
ト
が
採
用
し
た
こ
と
に
原
因
を
発

し
、
「
不
完
全
な
点
、
不
徹
底
な
点
、
あ
い
ま
い
な
箇
所
が
生
じ
」

(
X
X
X
V
I
I
)
こ
の
点
に
関
し
て
「
処
々
で
訂
正
を
試
み
た
」

(
X
X
X

VIII)
と
カ
ソ
ト
は
記
述
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

A
B
両
版
に
お
け
る
演
繹
論
の
相
異
は
意
味
上
の
違
い
や
、
内
容
上
の
差
異
で
は
な
く
、

叙
述
方
法
の
み
よ
る
相
異
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で

A
B
両
版
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
感
性
的
な
も
の
の
悟
性
化
、
悟
性
の
感
性

己
意
識
の
先
験
的
統
一
」

(
i
b
i
d
.
)

と
記
述
し
て
い
る
。

「
根
源
的
統
覚
」

(
A
l
l
7
1
1
 B
l
3
2
)

と
も
記
述
し
て
い
る
。

を



先
天
的
な
直
観
で
あ
る
空
間
・
時
間
を
通
じ
て
、
我
々
に
対
象
が
与
え
ら
れ
る
。
よ
り
正
確
に
は
、

ま
ず
外
官
の
形
式
で
あ
る
空
間
に

よ
っ
て
印
象
の
多
様
が
我
々
に
与
え
ら
れ
、
更
に
、
内
官
の
形
式
で
あ
る
時
間
を
通
じ
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
様
な
表
象
が
我

我
の
表
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
空
問
表
象
が
我
々
の
空
間
表
象
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
空
間
の
み
な
ら
ず
時
間
に

よ
る
限
定
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
る
と
空
間
は
時
間
を
通
じ
て
の
い
わ
ば
内
在
化
を
必
要
と
す
る
。

時
間
は
「
す
べ
て
の
我
々
の
表
象
が
包
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
唯
一
の
総
括
者
」

(
A
l
5
5
11 B
l
9
4
)

で
あ
る
。
更
に
空
間
を
自
覚
す
る
た
め
に

は
時
間
を
自
覚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
間
を
自
覚
す
る
た
め
に
は
構
想
力
の
働
き
を
必
要
と
す
る
。

き
に
よ
っ
て

「
時
間
に
お
い
て
単
に
―
つ
の
瞬
問
か
ら
他
の
瞬
間
へ
の
継
起
的
な
進
行
」

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
構
想
力
の
慟

(
A
1
6
3
 11 B
2
0
3
)
 

カ
ソ
ト
に
よ
る
と

く」

(
A
1
6
3
11 B
2
0
4
)

こ
と
即
ち
時
間
を
空
間
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
間
を
「
時
間
量
」

(
A
1
6
3
11 B
2
0
3
)

と
し
て
我
々
は
意
識
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
力
の
働
き
が
「
継
起
的
綜
合
」

(
A
l
6
3
11 B
2
0
4
)

で
あ
り
、
悟
性
綜
合
と
区
別
さ
れ
た
「
形
像
的
綜
合
」

(
B
1
5
1
,

B
l
5
4
)

で
あ
る
。
形
像
的
綜
合
と
は
多
様
な
表
象
を
一
つ
の
表
象
と
し
て
綜
合
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
形
像
的
で
継
起
的
な
綜
合

に
よ
っ
て
空
間
を
規
定
す
る
な
ら
ば
‘
こ
の
綜
合
は
「
継
起
的
な
反
復
」

(
A
2
4
2
11 B
3
0
0
)

で
あ
る
が
故
に
、
空
間
に
は
限
界
が
な
い
と

い
う
意
味
で
、
無
限
な
も
の
と
し
て
空
間
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
感
性
的
に
は
空
間
は
無
際
限
で
あ
る
。

「
盲
目
的
な
」
構
想
力
の
働
き
を
制
限
す
る
規
則
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
純
粋
悟
性
概
念
で
あ
り
、
統
覚
の
働
き
に
基
づ
く
、
こ
の

概
念
に
よ
っ
て
「
構
想
力
の
機
能
が
知
性
化
」

(
A
7
8
11 B
1
0
4
)

さ
れ
る
。
こ
の
構
想
力
の
働
き
を
限
定
す
る
作
用
は
悟
性
綜
合
で
あ
る
。

前
記
の
ご
と
く
悟
性
綜
合
は
純
粋
統
覚
の
働
き
に
基
づ
い
て
い
た
。
こ
の
悟
性
綜
合
は
「
す
べ
て
の
思
惟
を
産
出
す
る
悟
性
自
身
と
し
て

(

1

0

)

(

1

0

)
 

の
純
粋
統
覚
が
思
惟
し
、
綜
合
し
、
統
一
す
る
自
己
の
本
来
的
運
動
性
に
」
に
お
い
て
成
立
す
る
。
従
っ
て
「
自
立
的
運
動
性
」
に
よ
っ

70

化
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

を
「
思
想
の
中
で
線
を
引
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空
間
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

構
想
力
の
先
験
的
綜
合
と
は
「
形
像
的
綜
合
が
単
に
統
覚
の
根
源
的
綜
合
的
統
一
に
即
ち
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
思
惟
さ
れ
る
先
験
的

統
一
に
関
す
る
場
合
」

(
B
l
5
1
)

の
綜
合
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
構
想
力
に
よ
る
先
験
的
綜
合
は
構
想
力
に
よ
る
形
像
的
綜
合
及
び

純
粋
統
覚
に
よ
る
悟
性
綜
合
よ
り
、

よ
り
高
次
の
綜
合
で
あ
る
。

「
図
式
論
」
は
カ
ン
ト
が
先
験
的
構
想
力
の
先
験
的
統
一
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
箇
所
で
も
あ
る
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
認
識
の
形
式
と
し
て
の
有
効
性
が
出
現
す
る
」
(
A
l
8
1

11 B
2
2
4
)

と
カ
ソ
ト
は
言
う
。
言
い
換
え
る
と
カ
テ
ゴ
リ

リ
ー
と
現
象
の
多
様
を
結
合
す
る
た
め
に
図
式
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
感
性
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

て
図
式
は
悟
性
概
念
が
そ
の
図
式
に
基
づ
い
て
使
用
さ
れ
る
際
の
制
約
で
あ
る
。

(11) 

「
悟
性
概
念
の
図
式
と
し
て
働
き
」
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
現
象
へ
の
適
用
に
お
い

カ
テ
ゴ
リ
の
媒
介
に
よ
っ
て
無
自
覚
な
構
想
力
は
自
覚
的
な
構
想
力
と
な
り
、

そ
の
構
想
力
の
自
覚
化
に
よ
っ
て
先
験
的
に
時
間
を
限
定
す
る
と
い
う
側
面
と
、
感
性
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
多
様
に
よ
っ
て
悟
性
を
制

(11) 

限
し
つ
つ
同
時
に
悟
性
を
実
現
し
、
多
様
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
ヘ
導
く
「
図
式
化
さ
れ
た
範
疇
」
換
言
す
れ
ば
感
性
的
な
も
の
の
悟
性
化
と
い

う
側
面
を
有
す
る
。

感
性
的
な
も
の
の
悟
性
化
に
よ
っ
て
空
間
の
先
験
的
観
念
性
が
再
度
、
間
接
的
に
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
接
証
明
は
周
知
の

ご
と
く
「
先
験
的
弁
証
論
」
中
の
「
二
律
背
反
」
を
論
じ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
「
二
律
背
反
」
を
中
心
に
し
て

先
験
的
図
式
は

て
構
想
力
は
統
一
的
規
定
性
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

「
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
図
式
化
さ
れ
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3
0
2
 11 B
3
5
9
)

で
あ
る
と
カ
ソ
ト
は
悟
性
と
理
性
を
対
比
し
つ
つ
、
理
性
能
力
を
規
定
し
て
い
る
。

す
る
こ
と
に
お
い
て
非
常
に
多
様
な
悟
性
認
識
を
最
少
数
の
原
理
へ
と
も
た
ら
し
、

カ
ン
ト
は
言
う
。
「
理
性
は
そ
の
推
論

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
多
様
な
悟
性
認
識
の
最
高
の
統

一
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
」

(
A
3
0
5
11 B
3
6
1
)
。
換
言
す
れ
ば
‘
理
性
は
推
論
の
能
力
で
あ
り
、
種
々
の
悟
性
認
識
を
最
少
数
の
理
性
の

原
理
の
下
に
も
た
ら
す
能
力
で
あ
る
。
原
理
と
は
「
諸
概
念
か
ら
の
綜
合
的
認
識
」

(
A
3
0
1
11 B
3
5
7
)

で
あ
る
。
そ
れ
故
理
性
は
理
性
統

一
の
た
め
に
被
制
約
者
の
究
極
の
制
約
即
ち
無
制
約
者
を
求
め
る
。
こ
の
無
制
約
者
の
表
象
は
理
性
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
表
象
で
あ
る
。

こ
の
無
制
約
者
の
表
象
は
理
性
概
念
即
ち
「
理
念
」

(
A
3
1
1
11 B
3
6
8
)

で
あ
る
。
従
っ
て
理
念
と
は
制
約
の
系
列
の
完
成
を
意
味
す
る
。

た
だ
悟
性
に
の
み
関
係
し

「
概
念
を
秩
序
づ
け
、

B
6
7
1
)

を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
が
故
に
、
理
性
は
構
成
的
に
で
は
な
く
、
統
制
的
に
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

統
制
的
原
理
で
あ
る
理
念
を
構
成
的
原
理
と
み
な
す
こ
と
即
ち
無
制
約
者
を
客
観
的
実
在
性
を
有
す
る
認
識
の
対
象
と
み
な
す
こ
と
に

仮
象
の
論
理
が
成
立
す
る
。
言
い
換
え
る
と
理
念
は
人
問
理
性
に
「
課
せ
ら
れ
て
い
る
」

(
A
3
2
7
11 B
3
8
1
)

の
で
あ
る
。
理
念
が
人
間
理

性
に
「
与
え
ら
れ
て
い
る
」

(
A
3
2
7
11 B
3
8
3
)

と
考
え
る
場
合
に
仮
象
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
理
性
に
よ
る
定
言
的
、
仮
言
的
、
選
言
的
と
い
う
一
―
一
種
の
推
論
形
態
と
一
―
一
種
の
理
念
を
対
応
さ
せ
た
。
―
―
一
種
の
理
念
と
は
理

性
が
統
制
的
原
理
に
従
っ
て
求
め
る
無
制
約
者
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
霊
魂
、
世
界
、
神
で
あ
る
。
霊
魂
に
関
す
る
「
間
接
推
理
」

(
A
2
9
9
 11 B
3
5
5
)

で
あ
る
定
言
的
推
論
が
媒
語
二
義
に
よ
る
誤
謬
推
理
に
陥
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

理
性
は
決
し
て
対
象
に
関
係
し
え
ず
、

世
界
に
対
応
す
る
推

系
列
の
総
体
性
に
関
す
る
統
一
」

(
A
6
4
3
11 

「
悟
性
が
規
則
を
媒
介
と
し
て
現
象
を
統
一
す
る
能
力
で
あ
る
と
す
れ
ば
‘

仇

理
性
は
悟
性
規
則
を
原
理
の
下
に
統
一
す
る
能
力
」

(
A
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論
の
形
態
は
仮
言
的
理
性
推
論
で
あ
る
。
仮
言
的
理
性
推
論
は
「
与
え
ら
れ
た
現
象
一
般
に
対
す
る
制
約
の
絶
対
的
総
体
性
と
い
う
先
験

推
理
形
態
を
と
る
「
こ
の
よ
う
な
弁
証
的
理
説

(
e
i
n
e
s
o
l
c
h
e
 d
i
a
l
e
k
t
i
s
c
h
e
 
L
e
h
r
e
)
」

す
る
も
の
で
あ
る
。

対
的
統
一
は
理
念
に
合
致
す
べ
き
で
あ
る
」

(
A
4
2
2
1
1
 B
4
5
1
)

が
故
に
矛
盾
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
世
界
の
理
念
に
二
律
背
反
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
‘

る
の
で
あ
る
。

「
そ
し
て
こ
れ
ら
の
理
念
の
制
約
は
…
…
規
則
に
従
う
綜
合
と
し
て
は
悟
性
に
合
致
し
、

し
か
も
同
時
に
綜
合
の
絶

い
わ
ば
悟
性
化
し
た
理
性
と
い
わ
ば
理
性
化
し
た
悟
性
と
い
う
理
性
の
二
側
面
に
よ
り
二
律
背
反
が
成
立
す

と
し
て
四
つ
の
宇
宙
論
的
理
念
を
選
び
出
し
た
。
宇
宙
論
的
理
念
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
日
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
与
え
ら
れ
た
全
体
の
合
成

の
絶
対
的
完
全
性
、
口
現
象
に
お
け
る
与
え
ら
れ
た
全
体
の
分
割
の
絶
対
的
完
全
性
、
白
現
象
一
般
の
生
起
の
絶
対
的
完
全
性
、
四
現
象

に
お
け
る
変
易
的
な
も
の
の
現
存
在
の
依
存
性
の
絶
対
的
完
全
性
で
あ
る
。
以
上
の
四
つ
の
理
念
に
よ
っ
て
理
性
は
無
制
約
者
を
求
め
る
。

カ
ソ
ト
に
よ
っ
て
四
つ
の
宇
宙
論
的
理
念
各
々
に
関
し
て
無
制
約
者
は
二
種
類
考
え
ら
れ
て
い
る
。

カ
ン
ト
は
「
第
一
の
場
合
は
無
制
約
者
が
系
列
の
全
体
に
お
い
て
の
み
成
立
す
る
も
の
と
み
る
考
え
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
、
す

べ
て
の
項
が
例
外
な
く
制
約
さ
れ
て
、
項
の
全
体
の
み
が
端
的
に
無
制
約
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
進
は
無
限
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
第

二
の
場
合
は
絶
対
的
無
制
約
者
を
系
列
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
」

(
A
4
1
7
11 B
4
4
5
)

と
主
張
す
る
。
第
一
の
場
合
は
「
系
列
の
全
体
が
与

え
ら
れ
て
い
る
」

(
i
b
i
d
.
)

け
れ
ど
も
「
系
列
に
お
け
る
背
進
は
決
し
て
完
結
す
る
こ
と
が
な
く
」

(
A
4
1
8
11 B
4
4
5
)

「
可
能
的
に
無
限
」

(
i
b
i
d
.
)

と
考
え
ら
れ
る
。
可
能
的
に
無
限
と
い
う
こ
と
は
そ
の
背
進
は
「
無
際
限
」

(
A
4
1
7
f
1
1
 B
4
4
5
)

を
意
味
す
る
。
第
二
の
場
合

カ
ン
ト
は
世
界
に
関
す
る
無
制
約
者
を
求
め
て
、

的
概
念
を
め
ざ
す
も
の
」

(
A
3
4
0
1
1
 B
3
9
8
)

で
あ
る
。

「
多
様
の
綜
合
に
お
け
る
系
列
を
必
然
的
に
伴
う
よ
う
な
理
念
」

(
A
4
1
5
1
1
 B
4
2
2
)
 

は
単
な
る
理
念
に
お
け
る
理
性
統
一
に
関
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立
1
世
界
に
は
必
然
的
存
在
体
が
属
し
て
い
る
。

様
相
に
つ
い
て

反
定
立
ー
世
界
に
は
単
純
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。

J
 
三［
 
定

立
ー
世
界
の
現
実
は
自
由
に
基
づ
く
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

関
係
に
つ
い
て

立
ー
世
界
は
単
純
な
も
の
か
ら
成
立
し
て
い
る
。

定〔ー〕 に
よ
る
い
わ
ゆ
る
二
律
背
反
を
表
に
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

は
「
系
列
の
第
一
者
が
あ
り
…
…
空
間
に
関
し
て
は
世
界
の
限
界
と
称
さ
れ
る
」

(
A
4
1
8
11 B
4
4
6
)

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
制
約
の
全
体

が
無
制
約
者
で
あ
る
場
合
に
、

い
わ
ゆ
る
定
立
が
成
立
し
、
制
約
の
第
一
項
を
無
制
約
者
と
考
え
る
場
合
に
い
わ
ゆ
る
反
定
立
が
成
立
す

以
上
の
ご
と
く
宇
宙
論
的
理
念
に
関
し
て
、

量
に
関
し
て

質
に
関
し
て

る。

四
種
の
無
制
約
者
に
つ
い
て
各
竺
一
種
の
主
張
が
同
等
の
権
利
を
有
す
る
定
立
と
反
定
立

立
ー
世
界
は
時
間
に
お
い
て
始
ま
り
を
有
し
、
空
間
に
お
い
て
も
限
界
の
内
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

反
定
立
ー
世
界
は
始
ま
り
を
有
せ
ず
、
空
間
に
お
い
て
も
限
界
を
有
せ
ず
、
時
間
・
空
間
に
関
し
て
無
限
で
あ
る
。

二定反
定
立
ー
世
界
に
は
自
由
は
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
は
自
然
法
則
に
従
う
。

J
 
四［
 
定反
定
立
ー
世
界
の
内
外
に
は
必
然
的
存
在
体
が
世
界
の
原
因
と
し
て
は
存
在
し
な
い
。
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考
え
ら
れ
な
い
が
故
に
、

た
も
の
」

以
上
の
二
律
背
反
表
に
お
い
て
相
互
に
正
反
対
な
主
張
が
同
時
に
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
空
間
は
有
限
で
も
あ
り
、
無
限
で
も
あ

カ
ン
ト
は
言
う
「
空
間
は
集
合
を
な
す
が
系
列
を
な
す
も
の
で
は
な
い
」

(
A
4
1
1
11 B
4
3
8
)

し
か
し
「
宇
宙
論
的
理
念
は
背
進
的
綜
合

の
総
体
性
に
関
す
る
も
の
で
」

(
i
b
i
d
.
)

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
故
に
、

な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

列
即
ち
「
前
進
」
(
i
b
i
d
.
)

の
区
別
は
な
い
の
で
あ
る
。

な
る
こ
と
に
よ
っ
て

カ
ソ
ト
に
よ
る
と
空
間
に
は
制
約
か
ら
被
制
約
へ
の
系
列
即
ち
「
背
進
」

「
は
じ
め
て
諸
制
約
が
付
加
さ
れ
」

(
A
5
2
4
 11 B
5
5
2
)

る
の
で
、

(
i
b
i
d
.
)
 

と
被
制
約
か
ら
制
約
へ
の
系

我
々
が
一
定
の
空
間
を
知
覚
し
た
り
、
測
定
す
る
際
に
、
我
々
は
多
様
な
諸
部
分
を
継
時
的
に
綜
合
す
る
。
空
間
は
経
験
的
綜
合
に
お

い
て
、
限
界
づ
け
ら
れ
た
空
間
が
他
の
空
間
と
結
合
し
、
よ
り
大
な
る
限
定
さ
れ
た
空
間
と
な
る
。
従
っ
て
、
空
間
は
限
定
さ
れ
た
空
間
と

「
一
種
の
背
進
」

(
A
4
1
3
11 B
4
4
0
)

即
ち
系
列
を
な
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
限
界
づ
け
ら
れ
た
空
間
は
そ
の
限
り
に
お
い
て
制
約
さ
れ

(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
が
故
に
、
空
間
が
絶
対
的
総
体
性
を
有
す
る
た
め
に
は
無
限
の
繰
り
返
し
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
限

界
づ
け
ら
れ
た
空
間
の
無
限
の
進
行
も
完
成
す
る
こ
と
の
な
い
制
約
と
し
て
の
空
間
即
ち
理
念
と
し
て
の
空
間
へ
の
無
際
限
な
背
進
と
な

る
。
従
っ
て
こ
の
背
進
的
綜
合
が
経
験
的
綜
合
で
あ
る
限
り
、
空
間
は
無
際
限
な
空
間
と
い
う
規
定
し
か
有
し
な
い
。
そ
こ
で
量
に
関
す

る
反
定
立
に
関
し
て
、
正
確
に
は
、
空
間
は
無
際
限
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い

(
A
5
1
8
11 B
5
4
6
)
。

量
に
関
す
る
定
立
の
主
張
と
は
悟
性
化
し
た
理
性
の
越
権
換
言
す
れ
ば
「
悟
性
を
僣
称
す
る
理
性
が
現
象
制
約
の
潮
源
に
無
制
約
的
第

(
1
2
)
 

一
者
を
与
え
う
る
と
考
え
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
世
界
は
反
定
立
の
主
張
と
同
様
、
空
間
は
無
際
限
と
し
か
、
我
々
に
は

「
世
界
は
空
間
上
い
か
な
る
最
も
外
的
な
限
界
を
有
し
な
い
」

(
A
5
2
0
11 B
5
4
8
)

こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
無
制

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
空
間
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

そ
の
限
り
で
は
空
間
は
被
制
約
か
ら
制
約
へ
の

空
間
が
絶
対
的
総
体
性
を
有
す
る
た
め
に
は
空
間
は
系
列
を
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際
限
な
経
験
的
背
進
を
前
提
に
し
て
の
み
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
研
究
生
）

約
者
と
は
我
々
理
性
に
課
せ
ら
れ
た
理
念
で
あ
っ
て
、
我
々
は
こ
の
理
念
を
統
制
的
原
理
と
し
て
、
世
界
の
無
限
性
を
考
え
る
場
合
は
無
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